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12
月
会
議
は
12
月
４
日
に
再

開
し
、
12
月
20
日
ま
で
の
17
日

間
の
審
議
期
間
で
行
わ
れ
、
４

日
に
は
、
市
長
か
ら
専
決
処
分

し
た
事
件
の
報
告
４
件
が
あ
っ

た
ほ
か
、議
案
第
59
号﹁
平
成
29

年
度
土
佐
清
水
市
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
７
号
︶
に
つ
い
て
﹂

な
ど
議
案
23
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
12
月
11
日
か

ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
行
わ

れ
、
水
道
事
業
の
現
状
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
、平
成
30
年

度
の
一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て
、
市
民
生
活
と
消
防

活
動
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
関
わ
っ
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
土
佐
清

水
メ
ジ
カ
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
な
ど
、
９
人
の

議
員
が
質
問
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
最
終
日
の
13
日
に

は
、
市
長
か
ら
﹁
工
事
請
負
契
約

12
月
会
議
の
概
要

金
額
の
変
更
に
つ
い
て
﹂
の
議

案
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
今
会
議
で
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
各
常

任
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
を

行
い
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
諮
問
３
件
、

同
意
案
２
件
が
追
加
提
出
さ

れ
、同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
﹁
﹁
道
路

整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
﹂

第
２
条
に
規
定
す
る
国
の
負
担

又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
の
継

続
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
﹂
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
﹁
子
ど

も
の
た
め
の
予
算
を
増
や
し
,

国
の
責
任
で
安
心
で
き
る
保
育

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
﹂
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

12
月
会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
議
案
が
可
決
！

追
加
提
案
さ
れ
た
諮
問
３
件
、同
意
案
２
件

　
　
　
　

に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
同
意
！

12
月
会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
議
案
が
可
決
！

追
加
提
案
さ
れ
た
諮
問
３
件
、同
意
案
２
件

　
　
　
　

に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
同
意
！

〇﹁
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

　

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

　

法
律
﹂第
2
条
に
規
定
す
る
国
の

　

負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例

　

の
継
続
等
に
関
す
る
意
見
書
の

　
　
　
　
　
　
　

提
出
に
つ
い
て

〇
子
ど
も
の
た
め
の
予
算
を
増
や
し

　

国
の
責
任
で
安
心
で
き
る
保
育

　
　

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の

　
　
　
　
　
　
　

提
出
に
つ
い
て

意
見
書

次
の
意
見
書
を

関
係
省
庁
等
に

提
出
し
ま
し
た

提
出
に
つ
い
て

　

次
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

同
意
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

●
弘
畑　

眞
百
合　

氏

　
　
　
　

（
下
川
口
）再
任

　

● 

東　

  

博 

之　

  

氏

　
（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）新
任

　

●
福
重　

百
合
架　

氏

　
　
　
　
　

（
旭
町
）新
任

○
教
育
委
員
会
委
員

　

●
酒
井　

万
里
子　

氏

　
　
　
　

（
下
川
口
）新
任

○
副
市
長

　

● 

磯 

脇　

堂 

三　

氏

　
（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）再
任

人
事
案
件

,
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議案等の議決結果
番　号

報 告 第 1 6 号

報 告 第 1 7 号

報 告 第 1 8 号

報 告 第 1 9 号

議 案 第 5 9 号

議 案 第 6 0 号

議 案 第 6 1 号

議 案 第 6 2 号

議 案 第 6 3 号

議 案 第 6 4 号

議 案 第 6 5 号

議 案 第 6 6 号

議 案 第 6 7 号

議 案 第 6 8 号

議 案 第 6 9 号

議 案 第 7 0 号

議 案 第 7 1 号

議 案 第 7 2 号

議 案 第 7 3 号

議 案 第 7 4 号

議 案 第 7 5 号

議 案 第 7 6 号

議 案 第 7 7 号

議 案 第 7 8 号

議 案 第 7 9 号

議 案 第 8 0 号

議 案 第 8 1 号

議 案 第 8 2 号

諮問第 1 ～ 3 号

同 意 案 第 2 号

同 意 案 第 3 号

市 議 会 議 案
第 5 号

市 議 会 議 案
第 6 号

件　　　　名

専決処分した事件の報告について（平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について）

専決処分した事件の報告について（平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第６号）について）

専決処分した事件の報告について（土佐清水市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の報告について（訴えの提起について）

平成２９年度土佐清水市一般会計補正予算（第７号）について

平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第３号）について

平成２９年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２９年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２９年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計補正予算（第１号）について

土佐清水市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について

土佐清水市水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例の制定について

土佐清水市長等の給与，旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市議会議員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市債権管理条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例の制定
について

土佐清水市保育所条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市給水条例の一部を改正する条例の制定について

高知市及び土佐清水市におけるれんけいこうち広域都市圏形成に係る連携協約の締結について

工事委託協定の変更について

土佐清水市白山洞門展望足湯の指定管理者の指定について

土佐清水市立市民文化会館の指定管理者の指定について

土佐清水市立中央公民館の指定管理者の指定について

土佐清水市立市民図書館の指定管理者の指定について

工事請負契約金額の変更について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

土佐清水市教育委員会委員の任命について

副市長の選任について

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」第２条に規定する国の負担又は補助の
割合の特例の継続等に関する意見書の提出について

子どものための予算を増やし,国の責任で安心できる保育の実現を求める意見書の提出について

議会

12

月

会

議

議決結果

－

－

－

－

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

可決

可決

議 案
第 6 1 号

議 案
第 6 3 号

議 案

第 6 4 号

議 案
第 6 7 号

議 案
第 6 8 号

議 案

第 6 9 号

議 案
第 7 5 号

市議会議案

第 6 号

原 案 可 決
（賛10、反１）

原 案 可 決
（賛10、反１）

原 案 可 決

（賛10、反１）

原 案 可 決
（賛10、反１）

原 案 可 決
（賛10、反１）

原 案 可 決
（賛９、反２）

原 案 可 決
（賛９、反２）

原 案 可 決
（賛６、反５）

武
藤　
　

清

仲
田　
　

強

永
野　

裕
夫

西
原　

強
志

小
川　

豊
治

森　
　

一
美

浅
尾　

公
厚

前
田　
　

晃

細
川　

博
史

田
中
耕
之
郎

甲
藤　
　

眞

岡
﨑　

宣
男

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

番　号

平成２９年度土佐清水市介護保険特別会
計補正予算（第３号）について

平成２９年度土佐清水市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）について

平成２９年度土佐清水市再生可能エネ
ルギー事業特別会計補正予算（第１号）
について

土佐清水市長等の給与、旅費等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市一般職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市議会議員に対する期末手当の
支給に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

土佐清水市給水条例の一部を改正する条
例の制定について

子どものための予算を増やし,国の責任で
安心できる保育の実現を求める意見書の
提出について

件　　　　　名 議決結果

賛否の分かれた議案
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平
成
28
年
度
で
上
水
道
14
・
３
％
、簡

易
水
道
で
26
・
９
％
、合
計
20
・
２
％
で

あ
る
。

（
市
長
）

　

市
内
全
体
で
21
施
設
の
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
耐
震
化
と
更
新
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
が
、今
後
は
施
設
の
重

要
度
と
更
新
時
期
を
判
断
し
な
が
ら
事

業
を
実
施
し
た
い
。

（
質
問
）

　

水
道
料
金
の
未
収
金
の
件
数
と
金
額
、

今
後
の
取
り
組
み
は

（
水
道
課
長
）

　

平
成
28
年
度
過
年
度
分
７
，５
４
３
件

３
，０
８
３
万
円
、現
年
度
９
，５
７
６
件

２
，１
０
６
万
円
、合
計
１
万
７
，１
１
９

件
５
，１
８
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

滞
納
者
の
中
に
は
水
道
料
金
は
払
わ

な
く
て
も
止
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
が
い
る
。今
後
も「
督
促
、

催
告
、停
水
予
告
、停
水
措
置
」を
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（
質
問
）

　

今
会
議
へ
提
案
の
水
道
料
金
改
定
の

考
え
は

Q
（
質
問
）

　

こ
こ
３
カ
年
の
主
な
事
業
は

（
水
道
課
長
）

　

平
成
27
年
度
斧
積
簡
易
水
道
の
１
億

６
，５
０
０
万
円
な
ど
１
億
７
，０
０
０

万
円
、28
年
度
は
窪
津
簡
易
水
道
の
２
億

３
，９
０
０
万
円
な
ど
３
億
３
，９
０
０

万
円
、29
年
度
は
窪
津
、津
呂
、大
谷
地
区

３
億
８
，１
０
０
万
円
な
ど
４
億
７
，１

０
０
万
円
と
大
型
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

（
質
問
）

　

本
管
の
総
延
長
と
そ
の
う
ち
耐
震
管

へ
の
改
良
済
み
は
。今
後
の
改
良
計
画
は

（
水
道
課
長
）

　

上
水
、簡
水
合
計
で
１
７
０
・
８
㎞
、

そ
の
う
ち
改
良
済
み
は
34
・
２
㎞
で
割

合
は
20
％
で
あ
る
。今
後
は
年
間
５
０
０

万
円
程
で
漏
水
箇
所
を
中
心
に
改
良
修

繕
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

（
質
問
）

　

漏
水
の
実
態
と
今
後
の
対
策
は

（
水
道
課
長
）

一
般
質
問

（
市
長
）

　

平
成
10
年
に
改
定
以
来
20
年
間
据
え

置
き
で
き
た
。32
年
に
上
水
道
と
簡
易
水

道
の
事
業
統
合
を
予
定
し
て
お
り
、そ
れ

ら
を
見
通
し
た
上
で
水
道
料
金
審
議
会

へ
「
水
道
料
金
の
適
正
化
に
つ
い
て
」の

諮
問
を
行
い
、そ
の
審
議
で
「
平
均
15
％

の
増
額
が
妥
当
で
あ
る
」と
の
答
申
を
い

た
だ
い
た
。激
変
緩
和
の
た
め
平
成
32
年

度
ま
で
段
階
的
に
改
定
す
る
。

（
質
問
）

　

清
水
ヶ
丘
大
通
線
の
見
通
し
は

（
市
長
）

　

土
佐
清
水
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

や
国
道
３
２
１
号
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
も
要
望
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、市
と
し
て
も
都
市
計
画
を
変
更
し
た

経
過
も
あ
る
が
、ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策

定
し
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
対

策
」と
し
て
も
国
道
の
高
台
ル
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１ 

水
道
事
業
の
現
状
と

　
　

 　
　

課
題
に
つ
い
て

２ 

市
ま
ち
づ
く
り
構
想
と

　

 　
　

清
水
ヶ
丘
大
通
線

　

 　
　
　
　
　

に
つ
い
て

小
川　

豊
治議

員

清水上水道加久見配水池清水上水道加久見配水池清水上水道加久見配水池清水ヶ丘大通線清水ヶ丘大通線清水ヶ丘大通線市役所公用車
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規
程
に
は
規
定
し
て
い
な
い
の
で
実
施

す
る
計
画
は
な
い
。た
だ
、安
全
運
転
や

自
動
車
整
備
の
意
識
を
高
揚
す
る
た
め

に
は
こ
う
い
う
方
法
も
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
お
く
。

　

今
後
と
も
総
務
課
を
中
心
に
公
用
車

の
適
切
な
管
理
に
努
め
、交
通
安
全
運
転

指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

（
質
問
）

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て

（
危
機
管
理
課
長
）

　

こ
れ
ま
で
の
東
海
地
震
に
関
す
る
防

災
情
報
に
か
わ
り
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
関
す
る
新
た
な
防
災
対
応
の
運
営

指
針
が
示
さ
れ
た
。
静
岡
県
、
高
知
県
等

を
モ
デ
ル
地
区
に
選
び
、具
体
的
な
対
策

を
検
討
す
る
。
県
内
で
は
室
戸
市
、
黒
潮

町
が
選
ば
れ
、「
津
波
避
難
と
暮
ら
し
」に

つ
い
て
検
討
を
始
め
る
。本
市
も
同
時
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
の
指
摘
で
あ
る
が
、

Q
　（

質
問
）

　

安
全
運
転
管
理
者
と
仕
業
点
検
に
つ

い
て

（
総
務
課
長
）

　

本
庁
舎
は
総
務
課
長
、消
防
署
は
消
防

署
長
が
安
全
運
転
管
理
者
と
な
っ
て
お

り
、本
庁
舎
は
３
名
の
副
管
理
者
を
置
き

安
全
運
転
と
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

管
理
者
等
法
定
講
習
会
も
欠
か
さ
ず
受

講
し
、運
転
す
る
職
員
に
指
導
を
徹
底
し

て
い
る
。公
用
車
は
本
庁
舎
に
65
台
あ

り
、仕
業
点
検
は
管
理
規
程
や
自
動
車
整

備
管
理
規
程
に
基
づ
い
て
、運
行
前
に
必

ず
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、各
課
の

車
両
に
よ
り
運
行
状
況
が
異
な
る
た
め
、

一
斉
に
仕
業
点
検
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

（
質
問
）

　

市
長
立
会
い
の
下
、車
両
一
斉
点
検
を

し
た
ら

（
答
弁
）

　

市
の
管
理
規
程
や
自
動
車
整
備
管
理

一
般
質
問

ま
だ
国
の
方
向
性
も
は
っ
き
り
せ
ず
、市

独
自
で
取
り
組
む
に
は
不
透
明
な
状
況

で
あ
る
。国
・
県
・
他
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）

　

市
防
災
士
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
、

様
々
な
場
面
で
防
災
力
の
発
揮
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、市
の
防
災
士
は
39
名
と

少
な
く
、協
議
会
参
加
は
ま
だ
12
名
で
あ

る
。
防
災
士
の
育
成
等
が
急
務
と
考
え
、

広
報
紙
で
の
周
知
徹
底
や
各
種
団
体
に

も
呼
び
か
け
、資
格
取
得
者
を
増
や
し
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
図
り
た
い
。

（
質
問
）

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
レ
ム
ナ
ン
ト
を
減

ら
す
対
策

（
健
康
推
進
課
長
）

　

レ
ム
ナ
ン
ト
は
粒
子
が
小
さ
く
、動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、よ
り

危
険
性
が
高
い
。
定
期
的
検
査
を
行
い
、

青
魚
や
野
菜
・
キ
ノ
コ
・
海
藻
類
の
摂
取
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
適
度
な
運
動
を
す
る

こ
と
を
推
奨
す
る
。

１ 

安
全
運
転
管
理
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

２ 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

　
　
　

関
連
す
る
情
報
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

３ 

健
康
管
理
に
つ
い
て

森　
　

一
美議

員

清水上水道加久見配水池清水ヶ丘大通線

気になる用語

レムナント……

　

内臓脂肪の蓄積に伴って血液中に増える。
血管壁や赤血球にそのままの形で入り込
むため、血管を傷つける働きが強く、動脈
硬化や血栓症の進行リスクを高める。

市役所公用車市役所公用車市役所公用車
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（
市
長
）

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、大
変
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。特

に
、実
質
公
債
費
比
率
は
、平
成
28
年
度

決
算
で
17
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

数
値
が
25
％
を
超
え
る
と
地
方
債
の
借

入
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、実
質
公
債
費
比

率
の
増
減
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
普

通
交
付
税
や
公
債
費
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、健
全
財
政
に
努
め
る
。ま
た
、財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
、今
年
度
末
で
約

10
億
円
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、今
後
も
歳

出
抑
制
に
努
め
る
。

（
質
問
）

　

施
設
利
用
者
に
ど
の
よ
う
な
独
自
色

を
出
し
て
入
所
対
策
を
進
め
て
い
く
の

か（
し
お
さ
い
園
長
）

　

入
所
待
機
者
は
、平
成
29
年
11
月
末
に

は
０
人
と
な
っ
て
い
る
。待
機
者
数
減
少

Q
（
質
問
）

　

財
政
の
中
期
収
支
予
測
と
新
た
な
政

策（
公
約
）に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

本
年
９
月
に
改
訂
し
た
長
期
財
政
見

通
し
の
中
で
、平
成
33
年
度
以
降
財
源
不

足
が
１
億
円
台
か
ら
２
億
円
台
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

（
市
長
）

　

平
成
30
年
度
の
予
算
に
盛
り
込
む
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
の
は
、高
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
と
第
２
子
以
降
保

育
料
無
料
化
、メ
ジ
カ
産
業
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
、冷
凍
保
管
施

設
の
整
備
に
よ
る
原
魚
確
保
・
魚
価
安

定
を
図
る
。光
フ
ァ
イ
バ
通
信
網
の
整
備

方
式
等
を
精
査
し
市
内
全
域
へ
の
サ
ー

ビ
ス
拡
大
を
段
階
的
に
図
り
た
い
。

（
質
問
）

　

本
市
の
財
政
状
況
と
当
面
す
る
課
題

に
つ
い
て

一
般
質
問

の
原
因
は
、誤
薬
問
題
や
施
設
の
老
朽

化
、社
会
資
源
の
充
実
に
よ
り
他
市
町
村

の
特
別
養
護
老
人
施
設
等
へ
の
入
所
が

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。誤
薬
予
防
の

た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
遵
守
を
徹
底
し
、職

員
一
人
ひ
と
り
の
介
護
の
質
を
向
上
す

る
意
識
改
革
を
行
い
評
価
い
た
だ
け
る

施
設
を
目
指
し
た
い
。

（
質
問
）

　

し
お
さ
い
の
運
営
方
法
は
、当
面
は
公

設
公
営
を
維
持
す
る
と
考
え
て
よ
い
か

（
市
長
）

　

こ
れ
か
ら
は
聖
域
を
設
け
ず
、議
論
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。施
設
の
建
て
替

え
の
時
期
が
迫
っ
て
き
て
い
る
の
で
、運

営
全
体
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、現
在
公

募
中
の
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
施
設

長
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、民
間
感

覚
の
上
に
立
っ
た
施
設
運
営
を
目
指
し
、

当
面
は
、今
の
状
況
の
中
で
、施
設
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１ 

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計

　

 

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

 　
　

し
お
さ
い
の
今
後
の

　

 　
　

施
設
運
営
の
方
向
性

　

 　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

西
原　

強
志議

員

特別養護老人ホームしおさい特別養護老人ホームしおさい特別養護老人ホームしおさい メジカの水揚げの様子（下ノ加江漁港）メジカの水揚げの様子（下ノ加江漁港）メジカの水揚げの様子（下ノ加江漁港）平成30年土佐清水市消防出初式の様子 土佐清水市総合防災訓練の様子
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（
消
防
署
長
）

　

平
成
27
年
８
５
６
件
、平
成
28
年
８
２

１
件
、平
成
29
年
11
月
末
現
在
８
１
８
件

出
動
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

出
動
時
の
当
直
隊
長
は
ど
の
よ
う
な

点
に
配
意
し
て
い
る
か

（
消
防
長
）

　

１
１
９
番
入
電
内
容
で
、心
肺
停
止
又

は
そ
の
疑
い
が
あ
る
も
の
、重
傷
・
重
体

症
例
、多
数
傷
病
者
発
生
等
の
内
容
が
判

明
し
た
段
階
で
、各
症
例
に
よ
り
隊
員
を

１
名
追
加
し
４
名
体
制
で
の
出
動
や
、救

急
車
２
台
同
時
出
動
、ま
た
、消
防
隊
連

携
出
動
な
ど
に
つ
い
て
当
直
隊
長
が
判

断
し
指
令
を
出
し
て
い
る
。ま
た
、受
け

入
れ
を
依
頼
す
る
病
院
に
つ
い
て
は
、救

急
隊
長
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
早
期
に

決
定
判
断
し
指
令
を
出
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

非
番
員
が
救
急
要
請
者
宅
に
来
て
各

種
活
動
を
し
て
い
た
場
面
を
現
認
し「
心

う
た
れ
る
」思
い
が
し
た
。本
部
か
ら
の

指
示
が
あ
る
の
か

Q
　　（

質
問
）

　

事
案
発
生
の
際
に
お
け
る
指
令
活
動

は
非
常
に
重
要
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な

点
に
配
意
し
て
い
る
か
。警
察
と
の
連
携

活
動
に
つ
い
て
も
お
示
し
願
い
た
い

（
消
防
長
）

　

指
令
活
動
に
お
い
て
は
、ま
ず
入
電
内

容
を
正
確
に
聴
取
す
る
こ
と
に
あ
る
。消

防
団
の
出
動
に
つ
い
て
は
、１
次
出
動
及

び
応
援
出
動
の
部
が
決
ま
っ
て
お
り
、マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
指
令
を
出
し
て
い

る
。特
に
配
意
す
る
こ
と
は
、正
確
な
災

害
現
場
及
び
現
場
状
況
を
い
か
に
早
く

消
防
団
に
伝
え
る
か
が
最
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。警
察
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、直
ち
に
情
報
提
供
し
現
場
出
動
要

請
を
行
い
現
場
警
戒
、交
通
整
理
等
の
依

頼
を
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

３
年
間
の
救
急
出
動
回
数
に
つ
い
て

聞
く 一

般
質
問

（
消
防
長
）

　

署
員
の
自
宅
近
く
で
重
傷
、重
体
事
例

が
発
生
し
た
場
合
、又
は
必
要
に
応
じ
、

本
部
か
ら
出
動
要
請
を
か
け
、救
急
車
到

着
前
に
応
急
処
置
な
ど
を
し
、状
況
報
告

す
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
大
災
害
発

生
時
の
本
市
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長

の
気
概
は

（
市
長
）

　

近
い
将
来
必
ず
や
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
」
は
本

市
最
大
の
課
題
で
あ
り
、津
波
か
ら
市
民

を
守
り
、そ
し
て
、そ
の
守
っ
た
命
を
つ

な
ぎ
、一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
と
い

う
気
概
と
自
主
防
災
組
織
や
国
・
県
と

協
力
し
な
が
ら
私
自
身
市
民
の
先
頭
に

立
ち
、市
民
と
総
力
を
挙
げ
て
立
ち
向
か

う
。

１ 

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

　

 　

に
直
接
関
わ
る
消
防

　
　

 　

活
動
に
つ
い
て
聞
く

岡
﨑　

宣
男議

員

特別養護老人ホームしおさい メジカの水揚げの様子（下ノ加江漁港）平成30年土佐清水市消防出初式の様子平成30年土佐清水市消防出初式の様子 土佐清水市総合防災訓練の様子土佐清水市総合防災訓練の様子平成30年土佐清水市消防出初式の様子 土佐清水市総合防災訓練の様子
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等
を
不
受
理
に
す
る
こ
と
は
な
い
。今
後

も
制
度
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
、特
定
個

人
情
報
の
保
護
な
ど
適
正
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
り
扱
い
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）

　

「
入
学
準
備
金
」
を
含
む
就
学
援
助
費

の
支
給
が
６
月
で
あ
る
た
め
、実
際
に
は

入
学
の
準
備
に
間
に
合
っ
て
い
な
い
。

　

入
学
前
の
３
月
に
支
給
で
き
な
い
か

（
教
育
長
）

　

平
成
30
年
度
の
入
学
準
備
金
の
支
給

は
、就
学
機
会
を
確
保
す
る
た
め
早
期
に

支
給
す
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、学
校
へ
の

在
籍
が
決
ま
る
４
月
１
日
以
降
で
、で
き

る
だ
け
早
い
２
日
あ
る
い
は
３
日
の
支

給
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
質
問
）

　

多
忙
化
に
よ
り
小
中
学
校
教
員
の
残

業（
時
間
外
勤
務
）が
常
態
化
し
て
い
る
。

多
忙
化
解
消
に
向
け
た
市
教
委
の
取
り

Q
（
質
問
）

　

市
は
、
住
民
税
の
「
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
」に
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
て
事
業
（
者
）
所
に
送
付
し
て

い
る
が
、全
国
で
は
こ
の
通
知
書
の
誤
送

付
等
が
１
５
０
件
以
上
あ
り
個
人
情
報

の
漏
洩
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
せ
ず
（
空
欄
の
ま
ま
）
送
付
す
べ

き
で
は
な
い
か

（
副
市
長
）

　

来
年
度
以
降
の
事
務
処
理
は
、他
市
の

動
向
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
な
ど
を

十
分
に
検
討
し
て
決
め
た
い
。

（
質
問
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
な
く
て
も
、

窓
口
で
の
申
請
手
続
は
で
き
る
の
か

（
副
市
長
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
申

請
手
続
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求
め
て
い
る
が
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
不
記
載
を
理
由
に
申
請
書

一
般
質
問

組
み
は

（
教
育
長
）

　

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
、特
別

支
援
教
育
支
援
員
や
学
校
事
務
職
員
の

配
置
、教
職
員
の
勤
務
実
態
を
明
確
に
す

る
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
全
小
中
学
校

設
置
、多
忙
化
解
消
を
目
的
と
し
た
支
援

員
の
配
置
等
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

（
質
問
）

　

教
員
の
時
間
外
勤
務
は
「
給
特
条
例
」

に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。学
校

全
体
で
教
員
の
働
き
方
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か

（
教
育
長
）

　

給
特
条
例
は
、教
員
の
職
務
と
勤
務
実

態
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
た

基
本
的
な
事
項
で
あ
り
、年
度
当
初
に
は

学
校
長
を
通
じ
て
職
員
に
周
知
・
徹
底
を

し
て
い
る
。
教
職
員
の
多
忙
化
対
策
、
働

き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、引
き
続
き
部
活
動
の
見
直
し
や
教

員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

２ 

就
学
援
助
制
度
に
関
し
て

３ 

学
校
現
場
の
多
忙
化

　
　
　
　
　

解
消
に
つ
い
て

１ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　

関
し
て

前
田　
　

晃議
員

土佐清水市立清水中学校土佐清水市立清水中学校土佐清水市立清水中学校
土佐清水市ふるさと元気寄付金活用の一例

（足摺岬ヤブツバキ再生プロジェクト鉢上げ作業の様子）地元小学校の運動会に参加するしおさい利用者

就学援助……
制度　　　　

経済的理由によって就学困難と認められ

る児童生徒の保護者に対して市町村が行

う援助制度。本市では、要保護世帯（生活保

護世帯）と準要保護世帯（住民税非課税も

しくは均等割のみの世帯）を対象としてお

り、申請の受付は、学校を通じて教育委員

会で行っている。

気になる用語
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年
度
か
ら
長
太
郎
貝
や
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
、
野
菜
や
ス
イ
ー
ツ
も
追
加
し
、
11
月

か
ら
は
「
あ
し
ず
り
温
泉
郷
」
の
ペ
ア
宿

泊
券
も
開
始
し
た
。
今
後
は
土
佐
清
水

ワ
ー
ル
ド
の
食
事
券
な
ど
も
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
に
つ
い

て
、窓
口
も
３
つ
に
増
や
し
寄
附
金
増
に

つ
な
げ
た
い
。

（
質
問
）

　

基
金
の
活
用
に
つ
い
て

（
市
長
）

　

寄
附
を
受
け
る
際
に
「
ふ
る
さ
と
の

海
・
山
・
川
の
元
気
応
援
事
業
」「
教
育

環
境
日
本
一
！
事
業
」「
土
佐
清
水
ま
る

ご
と
元
気
応
援
事
業
」「
市
長
に
お
ま
か

せ
！
事
業
」の
寄
附
目
的
を
設
定
し
て
い

る
。思
い
が
こ
も
っ
た
貴
重
な
寄
附
金
を

市
勢
発
展
、
活
性
化
に
向
け
、
有
効
活
用

し
て
い
く
。

（
質
問
）

　

し
お
さ
い
の
現
状
に
つ
い
て

（
し
お
さ
い
園
長
）

Q
　（

質
問
）

　

本
市
の
現
状
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成
20
年
か
ら
29
年
11
月
末
ま
で
の

寄
附
金
総
額
は
約
７
，
２
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を

開
始
し
た
平
成
28
年
度
の
寄
附
金
額
は

４
，
０
０
０
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
11
月
末
現
在
１
，６
０
０
万
円

で
、昨
年
同
期
よ
り
２
割
程
度
減
少
し
て

い
る
。

（
質
問
）

　

寄
附
金
増
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成
27
年
度
は
10
種
類
の
返
礼
品
が
、

今
年
度
は
返
礼
品
提
供
事
業
者
を
募
集

し
、11
月
末
現
在
で
１
１
４
種
類
と
な
っ

て
い
る
。

　

返
礼
品
は
、特
産
品
の
宗
田
節
関
連
商

品
や
、
鮮
魚
、
干
物
、
柑
橘
類
に
加
え
、
今

一
般
質
問

　

現
在
、待
機
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
危

機
的
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、こ
の
要
因

と
し
て
、誤
薬
事
故
を
き
っ
か
け
と
し
た

信
用
・
信
頼
の
失
墜
や
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

自
宅
の
感
覚
で
過
ご
せ
る
よ
う
、利
用

者
の
尊
厳
を
守
り
、
優
し
い
声
か
け
や
、

体
調
に
合
わ
せ
た
生
活
リ
ズ
ム
の
構
築

な
ど
が
重
要
で
あ
り
、市
民
に
選
ば
れ
る

よ
う
市
内
外
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

等
に
も
情
報
提
供
を
行
い
取
り
組
ん
で

い
く
。

（
質
問
）

　

今
後
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て

（
副
市
長
）

　

昨
年
度
か
ら
は
基
金
の
枯
渇
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
し
施
設
運
営
を

行
っ
て
い
る
。職
員
の
給
料
は
、
行
政
職

給
料
表（
二
）の
導
入
を
実
施
し
た
が
、利

用
者
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
見
直

し
も
指
示
し
て
い
る
。待
機
者
ゼ
ロ
の
深

刻
な
状
況
を
踏
ま
え
、職
員
の
意
識
改
革

を
徹
底
し
、地
元
の
施
設
と
し
て
入
所
申

込
者
の
確
保
に
も
努
め
る
。

１ 

ふ
る
さ
と
納
税

　

 

（
ふ
る
さ
と
元
気
寄
付
金
）

　

 　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

 　
　

し
お
さ
い
に
つ
い
て

細
川　

博
史　
　
　
　

議
員

土佐清水市立清水中学校
土佐清水市ふるさと元気寄付金活用の一例土佐清水市ふるさと元気寄付金活用の一例

（足摺岬ヤブツバキ再生プロジェクト鉢上げ作業の様子）（足摺岬ヤブツバキ再生プロジェクト鉢上げ作業の様子）
土佐清水市ふるさと元気寄付金活用の一例

（足摺岬ヤブツバキ再生プロジェクト鉢上げ作業の様子）地元小学校の運動会に参加するしおさい利用者地元小学校の運動会に参加するしおさい利用者地元小学校の運動会に参加するしおさい利用者
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は
開
け
な
い
」ま
た
、組
織
犯
罪
集
団
に

限
る
、と
い
い
な
が
ら
、周
辺
の
者
も
対

象
に
加
え
る
な
ど
、多
く
の
問
題
点
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、委
員
会
採
決
を
す
っ
飛
ば

し
て
い
き
な
り
本
会
議
で
の
直
接
採
決

と
い
う
禁
じ
手
を
使
う
な
ど
、む
き
出
し

の
権
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、と
の
指
摘

も
あ
る
。こ
の
法
律
は
、市
民
の
自
由
と

権
利
を
蚕
食
し
、日
本
を
監
視
社
会
に
す

る
と
い
う
危
険
も
は
ら
ん
で
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
懸
念
が
あ

る
の
は
当
然
で
あ
る
。映
像
提
供
に
関

し
、運
用
規
程
の
検
討
を
行
っ
て
は
ど
う

か（
市
長
）

　

研
究
す
る
こ
と
も
含
め
、国
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
こ
と
で
あ
り
、慎
重
に
対
応

し
た
い
。

（
質
問
）

　

ジ
ビ
エ
に
つ
い
て
は
、食
肉
利
用
が
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。捕
獲
の
み
と

Q
（
質
問
）

　

兵
庫
県
宝
塚
市
は
、防
犯
カ
メ
ラ
の
映

像
提
供
を
「
令
状
が
な
い
と
認
め
な
い
」

と
運
用
要
綱
を
定
め
た
。こ
の
こ
と
は
、

先
の
通
常
国
会
に
お
い
て
「
共
謀
罪
」
法

の
成
立
を
受
け
て
の
措
置
で
あ
る
が
、本

市
設
置
の
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
に
つ
い
て
の

運
用
状
況
は
ど
う
か

（
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

市
民
図
書
館
北
側
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
。８
月
中
旬
に
起
こ
っ
た

ひ
き
逃
げ
事
件
に
関
し
、中
村
警
察
署
か

ら
２
回
に
わ
た
り
依
頼
が
あ
り
、そ
れ
ぞ

れ
記
録
映
像
を
提
供
し
た
。

（
質
問
）

　

こ
の「
共
謀
罪
」法
は
、２
７
７
も
の
犯

罪
に
つ
い
て
、実
行
さ
れ
な
く
て
も
計
画

の
段
階
か
ら
処
罰
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
刑
事
法
の
原
則
の
転
換
に
つ
な

が
る
法
律
で
あ
る
。
政
府
は
「
テ
ロ
対
策

に
必
要
だ
、こ
の
法
律
が
な
け
れ
ば
五
輪

一
般
質
問

い
う
の
は
、い
か
に
も
生
産
的
で
な
い
。

利
用
へ
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か

（
市
長
）

　

衛
生
管
理
が
重
要
な
こ
と
、運
用
コ
ス

ト
が
高
く
つ
く
な
ど
課
題
が
多
い
。幡
多

広
域
で
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
協
議

す
る
。

（
質
問
）

　

首
都
圏
で
は
イ
タ
ド
リ
が
反
響
を
呼

ん
で
い
る
と
い
う
。身
近
な
食
材
で
あ

り
、栽
培
へ
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か

（
農
林
水
産
課
長
）

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
下
川
口
家
」
で

取
り
組
み
の
話
が
あ
る
。生
産
農
家
の
視

察
や
販
路
面
で
の
協
力
体
制
な
ど
、農
業

担
当
課
と
し
て
、し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
。

２ 

ジ
ビ
エ
、捕
獲
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

食
卓
ま
で

３ 

イ
タ
ド
リ
人
気
に
、

　
　
　
　
　
　

あ
や
か
ろ
う

１ 

「
共
謀
罪
」捜
査
で
の

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
映
像
提
供

　

  ー

兵
庫
県
宝
塚
市
の
例
か
らｰ

武
藤　
　

清議
員

下川口保育園新三崎保育園完成イメージモデル イタドリイタドリ捕獲檻設置の様子（鍵掛）捕獲檻設置の様子（鍵掛）捕獲檻設置の様子（鍵掛）

狩猟によって捕獲された野生の鳥獣（イ
ノシシやシカなど）の食材のこと。日本
においては、野生鳥獣の増加により、農
作物被害や、木の樹皮の食害など自然環
境にも影響をもたらしている。狩猟に
よって捕獲された鳥獣をジビエ料理と
して提供することで鳥獣被害の減少や
地域活性化に役立てることができる。

気になる用語
ジビエ…………

　

さ
ん
し
ょ
く
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い
う
こ
と
な
の
で
、こ
の
制
度
に
つ
い
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、導
入
可
能
か
ど

う
か
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）

　

臨
時
職
員
の
複
数
年
契
約
に
つ
い
て

（
福
祉
事
務
所
長
）

　

臨
時
保
育
士
の
任
用
に
つ
い
て
は
、地

方
公
務
員
法
に
よ
り
１
年
を
超
え
て
の

任
用
は
で
き
な
い（
最
長
で
も
１
年
間
）。

鳥
取
市
で
行
っ
て
い
る
任
期
付
短
時
間

勤
務
職
員
の
保
育
士
は
、３
年
間
の
任
期

付
短
時
間
職
員
で
、週
の
勤
務
時
間
が
31

時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
臨
時
職
員
の
週
38
・
75
時
間

勤
務
よ
り
は
減
る
こ
と
に
な
り
、１
日
の

勤
務
時
間
を
減
ら
す
か
、日
数
を
減
ら
す

か
、ど
ち
ら
か
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
パ
ー
ト
で
き
て
く
れ
て
い
る
保

育
士
の
中
に
は
、短
い
勤
務
時
間
で
あ
れ

ば
臨
時
で
も
可
能
な
場
合
も
想
定
さ
れ

る
。
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
中
、
来
年

度
以
降
に
向
け
て
、こ
の
任
期
付
短
時
間

Q
　（

質
問
）

　

園
長
経
験
者
、園
長
の
中
か
ら
選
任
さ

れ
、園
長
会
等
に
同
席
し
、会
の
中
で
、協

議
、
検
討
さ
れ
る
様
々
な
案
件
に
関
し

て
、求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
助
言
等
を
行

い
、ま
た
保
育
士
の
皆
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル

の
相
談
に
も
対
応
す
る
指
導
保
育
士
制

度
に
つ
い
て

（
福
祉
事
務
所
長
）

　

指
導
保
育
士
制
度
に
つ
い
て
は
、今
回

初
め
て
お
聞
き
し
た
。県
下
で
も
こ
う
い

う
制
度
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
な

く
、先
進
的
な
事
例
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

大
府
市
で
実
際
に
導
入
し
て
い
る
と

一
般
質
問

勤
務
職
員
の
制
度
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

（
質
問
）

　

土
佐
清
水
市
の
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト

地
点
、保
育
へ
の
思
い
は

（
市
長
）

　

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
創
設
し
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
母
子
保
健
や
育
児
に
関
す
る
様
々
な

悩
み
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、保
健
師

に
よ
る
専
門
的
な
相
談
事
業
等
を
実
施

し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
よ

り
安
心
し
て
土
佐
清
水
市
で
の
子
育
て

が
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
今
後
図
っ

て
い
く
。ま
た
、
新
し
い
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
、や
は
り
現
場
の
声
も
聴
き

な
が
ら
、踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
う

が
、現
実
的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

１ 

「
子
ど
も
は
宝
」

　

 　

土
佐
清
水
の
保
育

 　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、

　

 　
「
校
前
町
構
想
」一
丁
目

　

 　

一
番
地
で
も
あ
る
保
育

　

 　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

甲
藤　
　

眞議
員

下川口保育園下川口保育園新三崎保育園完成イメージモデル新三崎保育園完成イメージモデル 下川口保育園 イタドリ捕獲檻設置の様子（鍵掛）新三崎保育園完成イメージモデル
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（
質
問
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
メ
ジ
カ
あ
っ
て
の

事
業
。漁
獲
高
向
上
の
行
政
支
援
は

（
農
林
水
産
課
長
）

　

メ
ジ
カ
安
定
確
保
の
探
査
船
や
燃
料

費
の
支
援
、新
規
漁
業
就
労
者
の
確
保
・

育
成
を
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

メ
ジ
カ
の
安
定
確
保
の
た
め
に
探
査

船
へ
の
支
援
を
ど
う
考
え
る
か

（
市
長
）

　

探
査
船
に
対
す
る
支
援
は
最
も
大
切

で
あ
る
。魚
価
安
定
策
、漁
業
後
継
者
対

策
な
ど
積
極
的
に
実
施
す
る
。

（
質
問
）

　

ワ
ー
ル
ド
・
ワ
ン
と
の
関
わ
り
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

平
成
24
年
に
商
工
会
議
所
の
紹
介
で

今
日
に
至
る
。平
成
27
年
に
本
市
の
食
材

に
特
化
し
た
土
佐
清
水
ワ
ー
ル
ド
１
号

店
が
開
店
。

Q
（
質
問
）

　

産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

（
農
林
水
産
課
長
）

　

主
要
魚
種
の
メ
ジ
カ
を
核
と
し
た
水

産
加
工
生
産
量
の
拡
大
、関
連
施
設
を
整

備
し
産
業
全
体
の
拡
大
を
目
指
す
計
画
。

（
質
問
）

　

施
設
整
備
計
画
と
今
後

（
農
林
水
産
課
長
）

　

冷
凍
保
管
施
設
、
残
渣
加
工
施
設

（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
）、共
同
加
工
施
設

の
３
施
設
を
計
画
。

　

施
設
の
完
成
に
よ
り
伝
統
産
業
の
継

続
、
漁
業
者
の
生
活
安
定
、
肥
料
用
魚
粉

の
販
売
拡
大
促
進
。

（
質
問
）

　

５
年
間
の
平
均
漁
獲
量
と
過
去
の
最

高
漁
獲
量
は

（
農
林
水
産
課
長
）

　

平
均
５
，０
０
０
ト
ン
で
、最
高
漁
獲

量
は
平
成
13
年
の
１
４
，０
０
０
ト
ン
。

一
般
質
問

（
質
問
）

　

本
市
と
食
材
供
給
の
連
携
協
定
の
経

済
効
果
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

本
市
と
の
信
頼
関
係
。食
材
の
出
荷
や

知
名
度
の
向
上
な
ど
。

（
質
問
）

　

ワ
ー
ル
ド
・
ワ
ン
と
の
取
引
業
者
と

販
売
の
実
態
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

水
産
、農
作
物
、加
工
業
合
わ
せ
て
約

30
業
者
、１
億
円
程
度
の
取
引
。

（
質
問
）

　

地
産
外
商
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

を
ど
う
生
か
す
か

（
副
市
長
）

　

本
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
役

割
を
有
し
た
店
舗
で
あ
り
、同
社
の
グ

ル
ー
プ
と
生
産
者
と
の
信
頼
関
係
を
よ

り
深
化
さ
せ
、新
た
な
食
材
の
商
品
開

発
、ま
た
、一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
る

こ
と
な
く
行
政
と
し
て
今
後
も
支
援
を

行
う
。

（
質
問
）

　

唐
人
駄
場
観
光
の
認
識
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

唐
人
石
、唐
人
遺
跡
に
大
別
さ
れ
、パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
る
人
ぞ
知

る
異
色
の
観
光
地
。

（
質
問
）

　

星
空
観
測
な
ど
最
近
注
目
の
観
光
地

だ
が
ア
ク
セ
ス
道
は
十
分
か

（
観
光
商
工
課
長
）

　

通
常
の
バ
ス
で
も
入
れ
、駐
車
ス
ペ
ー

ス
も
あ
る
。

（
質
問
）

　

観
光
地
は
ト
イ
レ
の
充
実
が
不
可
欠

で
あ
る
が
非
常
に
使
い
に
く
い
。改
修
は

考
え
な
い
の
か

（
副
市
長
）

　

現
在
の
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
に
は
少

し
抵
抗
が
あ
る
と
考
え
る
。唐
人
駄
場
を

新
た
な
観
光
地
と
し
て
売
り
出
し
て
い

く
に
は
、機
能
を
備
え
た
ト
イ
レ
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。新
設
に
つ
い
て
県
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

１ 

メ
ジ
カ
関
連
産
業

　
　
　

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２ 

土
佐
清
水
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

３ 

唐
人
駄
場
観
光

永
野　

裕
夫　議

員

スクールバススクールバス 足摺岬ヤブツバキ林再生プロジェクトの様子足摺岬ヤブツバキ林再生プロジェクトの様子

ざ
ん
さ

福祉事務所

土佐清水市立中央公民館
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スクールバス 足摺岬ヤブツバキ林再生プロジェクトの様子

　（
執
行
部
）

　

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
と
は
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

子
育
て
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

検
索
や
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
持
し
て
い
る
市
民
が
、マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
（
政
府
が
運
営
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）を
介
し
、

自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
児
童
手

当
や
保
育
所
の
入
所
申
請
を
可
能

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、サ
ー
ビ
ス

の
検
索
機
能
は
す
で
に
登
録
済
み

で
あ
る
た
め
、今
回
の
補
正
は
、自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
子
育
て
関

連
の
申
請
等
が
で
き
る
よ
う
、市

の
シ
ス
テ
ム
と
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
接
続
す
る
設

定
を
行
い「
電
子
申
請
機
能
」を
利

用
可
能
と
す
る
た
め
の
予
算
計
上

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１ 

平
成
29
年
度
土
佐
清
水
市

　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　

 

（
第
７
号
）に
つ
い
て

１ 

土
佐
清
水
市
立
市
民
文
化

　
　
　

会
館
の
指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
　
　

指
定
に
つ
い
て

　

 

土
佐
清
水
市
立
中
央
公
民
館

　

 　
　
　

   

の
指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
　
　

指
定
に
つ
い
て

　

 

土
佐
清
水
市
立
市
民
図
書
館

　

 　
　
　

  

の
指
定
管
理
者
の

　

 　
　
　
　

   

指
定
に
つ
い
て

委
員
会
の　

審
査
内
容

（
抜
粋
）

12
月
会
議

で
あ
る
。

（
委
員
）

　

児
童
手
当
と
保
育
所
入
所
申
請

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
な

い
か
。

（
執
行
部
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
も
平

成
30
年
７
月
か
ら
、電
子
申
請
を

可
能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

平
成
29
年
６
月
１
日
現
在
で
、こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
対
象
人
員
数
は
、児
童

手
当
受
給
者
数
が
５
５
６
人
、児

童
扶
養
手
当
受
給
者
数
が
約
１
３

０
人
、保
育
所
園
児
数
は
12
月
１

日
現
在
で
１
８
０
世
帯
、２
１
９

人
と
な
っ
て
お
り
、市
内
20
代
か

ら
50
代
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
有
者
数
は
11
月
末
現
在
で
２
７

４
人
で
あ
る
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
。ま
た
、県
内
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
は
、す
で
に
２
市
町

に
お
い
て
は
、電
子
申
請
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、平
成
29
年
度
中

に
11
市
町
村
が
、平
成
30
年
度
以

降
に
９
市
町
村
が
申
請
可
能
と
な

る
予
定
で
あ
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
電
子
申
請
が
可
能
な
機
種

が
あ
る
。

（
委
員
）

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
に
つ
い
て
。

（
執
行
部
）

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
安
全
な
も
の
を

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ(

エ
ル
ジ
ー
・
ワ
ン)

へ
接
続
し
、そ
の
情
報
を
共
有
す

る
た
め
の
予
算
計
上
で
あ
る
。

（
委
員
）

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
十
分
理

解
で
き
る
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
。本
サ
ー
ビ
ス
の
使

用
料
に
つ
い
て
も
、月
額
５
２
，９

２
０
円
を
計
上
し
て
お
り
、年
間

に
換
算
し
た
場
合
、か
な
り
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
把
握
も
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
、費
用
対
効
果
を
見
据
え
た

予
算
計
上
を
す
べ
き
で
あ
り
、今

後
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
す
る
。

（
執
行
部
）

　

市
民
文
化
会
館
、中
央
公
民
館
、

市
民
図
書
館
の
３
施
設
に
お
い

て
、指
定
管
理
者
の
任
期
が
平
成

30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と

な
る
た
め
、新
た
に
指
定
管
理
者

を
選
定
す
る
も
の
で
あ
り
、本
年

７
月
に
開
催
さ
れ
た
選
定
管
理
委

員
会
で
、新
指
定
管
理
者
の
管
理

期
間
を
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
に
決
定
し
た
。

　

選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、本
年

８
月
発
行
の
市
広
報
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、９
月
１
日

か
ら
９
月
28
日
ま
で
公
募
を
行
っ

た
結
果
、市
民
文
化
会
館
に
つ
い

て
は
土
佐
清
水
商
工
会
議
所
が
、

中
央
公
民
館
及
び
市
民
図
書
館
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
非
営
利

活
動
法
人
図
書
館
結
の
会
か
ら
応

募
が
あ
り
、
10
月
18
日
の
指
定
管

理
選
定
委
員
会
に
お
い
て
選
考
し

た
結
果
、応
募
の
あ
っ
た
２
団
体

に
決
定
し
た
の
で
、今
会
議
で
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
委
員
）

　

こ
れ
ま
で
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、特
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

（
執
行
部
）

　

毎
年
指
定
管
理
者
か
ら
提
出
さ

れ
る
評
価
の
中
で
、市
民
文
化
会

館
で
の
避
難
訓
練
が
十
分
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、そ
の
対

策
と
し
て
防
災
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研

修
へ
積
極
的
に
参
加
し
、避
難
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
、ま
た
、中
央

公
民
館
で
は
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
な
ど
の
、改
善
策
を
選
定
委

員
会
で
確
認
し
た
。

（
委
員
）

　

今
後
、各
施
設
が
安
全
面
も
含

め
、利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
要
請

す
る
。

◆
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

福祉事務所福祉事務所福祉事務所

土佐清水市立中央公民館土佐清水市立中央公民館土佐清水市立中央公民館
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（
執
行
部
）

　

今
回
の
変
更
は
、
土
佐
清
水
市

立
学
校
給
食
施
設
新
築
工
事
請
負

契
約
金
の
増
額
で
あ
り
、
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
近

隣
の
清
水
中
学
校
、
き
ら
ら
保
育

園
を
建
設
す
る
際
、
地
盤
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
強
度
に
問
題
は

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
強
度
は
あ
る
も

の
と
認
識
し
、ま
た
、県
の
建
設
許

可
を
受
け
、
変
電
及
び
貯
湯
機
能

を
担
う
附
属
施
設
近
辺
で
の
掘
削

を
行
っ
た
際
、
一
部
軟
弱
な
地
盤

が
判
明
し
、
地
盤
強
度
の
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
地
盤
改
良
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
工
事
請
負
契

約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
。

（
委
員
）

　

補
正
予
算
に
関
連
し
て
、
工
事

請
負
費
８
５
５
万
円
を
減
額
し
、

需
用
費
と
備
品
購
入
費
へ
組
み
替

え
、
本
議
案
で
３
５
０
万
円
の
増

額
工
事
変
更
契
約
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
工
事
に
関
わ
る
予
算
に

つ
い
て
は
今
後
、
大
き
な
変
更
な

ど
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
。

（
執
行
部
）

　

本
体
工
事
や
、施
設
の
電
気
・
管

工
事
等
分
離
入
札
を
行
っ
た
結

果
、
入
札
残
が
発
生
し
た
こ
と
も

あ
り
、補
正
予
算
の
組
み
替
え
と
、

今
回
の
工
事
の
追
加
分
を
差
し
引

い
て
も
１
，
５
０
０
万
円
程
度
の

予
算
残
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２ 

工
事
請
負
契
約
金
額
の

　
　
　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

１ 

土
佐
清
水
市
農
業
委
員
会
の

　

 

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

　

 

推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る

　

 　
　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

２ 

土
佐
清
水
市
特
別
職
の
職
員

　

 

で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

　

 

費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部

　
 　

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
 　

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

少
の
変
更
は
生
じ
て
も
、
新
た
に

追
加
予
算
を
組
む
必
要
は
な
い
と

見
込
ん
で
い
る
。

（
委
員
）

　

近
隣
の
土
地
に
強
度
が
あ
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
地
盤
調
査
を
し

な
か
っ
た
と
の
説
明
は
、
一
定
理

解
で
き
る
が
、
で
き
れ
ば
地
下
の

部
分
で
あ
る
の
で
事
前
に
調
査
を

実
施
し
た
上
で
予
算
の
計
上
を
行

う
よ
う
要
請
す
る
。

（
執
行
部
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
現
在
の
農

業
委
員
会
委
員
（
以
下
「
農
業
委

員
」）の
任
期
終
了
と
な
る
平
成
30

年
８
月
１
日
に
あ
わ
せ
て
「
土
佐

清
水
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
等
に

よ
る
委
員
の
定
数
条
例
」
を
廃
止

し
、新
た
に「
土
佐
清
水
市
農
業
委

員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
主
な
改
正
点
は
、
１
点
目
と
し

て
、
農
地
利
用
の
最
適
化
が
農
業

委
員
会
の
必
須
業
務
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
、
２
点
目
と
し

て
、農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
、選

挙
制
と
市
長
の
選
任
制
の
併
用
か

ら
、
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る

市
長
の
任
命
制
へ
変
更
す
る
こ

と
、３
点
目
と
し
て
、農
業
委
員
と

は
別
に
現
場
の
活
動
を
目
的
と
し

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
以
下「
推
進
委
員
」）を
新
設
す
る

こ
と
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

現
在
、
農
業
委
員
の
定
数
は
12

人
で
あ
り
、
旧
町
単
位
で
３
人
ず

つ
計
12
人
を
選
任
し
て
い
る
が
、

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
の
新
体

制
で
は
、定
数
を
農
業
委
員
５
人
、

推
進
委
員
８
人
の
計
13
人
と
す

る
。選
定
に
当
た
っ
て
は
、農
業
委

員
は
旧
町
単
位
で
１
人
ず
つ
、
中

立
な
立
場
の
者
１
人
の
計
５
人
と

し
、
定
数
の
過
半
数
に
当
た
る
３

人
を
認
定
農
業
者
と
す
る
。
推
進

委
員
は
旧
町
単
位
で
２
人
ず
つ
と

す
る
。

（
委
員
）

　

農
業
委
員
の
定
数
の
減
少
（
12

人
か
ら
５
人
へ
）
と
推
進
委
員
を

新
設
す
る
こ
と
に
よ
る
、
農
業
委

員
会
の
会
議
の
運
営
や
業
務
へ
の

影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
執
行
部
）

　

会
議
の
議
決
権
は
、
農
業
委
員

の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
委

員
会
に
は
推
進
委
員
も
出
席
し
、

こ
れ
ま
で
の
業
務
で
あ
る
農
地
の

権
利
移
動
の
許
可
等
の
審
査
に
加

え
、
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
に

つ
い
て
推
進
委
員
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
）

　

農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
の
選

出
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

（
執
行
部
）

　

両
者
と
も
公
募
で
行
い
、
応
募

要
件
と
し
て
農
業
に
関
す
る
識
見

を
有
す
る
者
等
と
し
て
い
る
。
平

成
30
年
１
月
中
旬
か
ら
１
カ
月
間

募
集
を
行
い
、
農
業
委
員
に
つ
い

て
は
、
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経

て
市
長
に
報
告
し
、
議
会
の
同
意

を
得
て
市
長
が
任
命
、
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
が
審

査
し
決
定
す
る
た
め
、
適
格
な
者

を
選
任
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
執
行
部
）

　

議
案
第
65
号（
土
佐
清
水
市
農

業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）
に
伴

う
条
例
改
正
で
あ
り
、
新
設
さ
れ

る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

委
員
報
酬
を
月
額
１
万
８
，
０
０

０
円
と
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
及
び
推
進
委
員
に
対
し
、
農
地

利
用
の
最
適
化
に
係
る
活
動
実
績

に
応
じ
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

交
付
金
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
規

則
で
定
め
た
額（
月
額
上
限
６
，０

０
０
円
）
を
活
動
実
績
に
よ
り
加

算
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
）

　

活
動
実
績
に
よ
る
加
算
額
は
、

規
則
で
定
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
具
体
的
な
資
料
が
な
く
判
断

が
難
し
い
た
め
、今
後
は
、根
拠
と

な
る
資
料
を
提
示
す
る
よ
う
要
請

す
る
。

避難訓練を実施しました
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３ 

土
佐
清
水
市
給
水
条
例
の

　
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
　

 　
　

制
定
に
つ
い
て

　

　

12
月
会
議
の
一
般
質
問
３
日
目
と
な

る
12
月
13
日
に
、本
会
議
中
に
発
生
し
た

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
今
年

で
３
回
目
と
な
り
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
（
自
ら
の
身
を
守
る
行
動
）
で
は
、
戸
惑

う
場
面
も
な
く
、
議
事
堂
か
ら
中
央
公
民

館
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傍
聴
に
来
ら
れ
て
い
た
市
民
３

名
に
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
避
難
場
所
に

お
い
て
全
員
の
安
全
確
認
を
行
い
、
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
執
行
部
）

　

本
市
水
道
事
業
は
、平
成
10
年

７
月
以
来
、
料
金
改
定
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
水

需
要
が
減
少
し
給
水
収
益
の
増
加

が
見
込
め
な
い
中
、
老
朽
化
し
た

水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
等
の

整
備
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
経
営
の
健

全
化
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
４
月
24
日
、水
道
料

金
の
適
正
化
に
つ
い
て
、水
道
料

金
審
議
会
へ
諮
問
を
行
い
、
10
月

16
日
に
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
、水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
、費

用
負
担
の
公
平
及
び
料
金
体
系
の

明
確
性
を
確
保
す
る
た
め
、
給
水

用
途
の
種
別
及
び
水
道
料
金
を
平

成
30
年
４
月
使
用
分（
５
月
検
針

分
）か
ら
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、
平

成
32
年
４
月
に
上
水
道
と
簡
易
水

道
の
統
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
現
在
別
々
の
料
金
体
系
を
統

一
す
る
。一
般
用
は
10
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
基
本
料
金
を
上
水

道
・
簡
易
水
道
と
も
平
成
30
年
度

か
ら
８
８
０
円
と
し
、
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
超
過
料
金
に

つ
い
て
は
、
上
水
道
は
１
４
５
円

を
平
成
30
年
度
か
ら
１
５
０
円
と

す
る
が
、
簡
易
水
道
は
１
２
０
円

を
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
平
成
30

年
度
１
３
０
円
、平
成
31
年
度
１

４
０
円
、平
成
32
年
度
１
５
０
円

と
す
る
。

　

改
定
後
の
水
道
料
金
と
し
て

は
、
一
人
世
帯
の
月
平
均
使
用
量

は
約
８
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

１
４
１
円
の
増
額
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。ま
た
、一
般
家
庭
の

月
平
均
使
用
量
を
20
立
方
メ
ー
ト

ル
で
試
算
す
る
と
、
上
水
道
は
平

成
30
年
度
に
１
９
４
円
の
増
額
と

な
る
。簡
易
水
道
は
、平
成
30
年
度

２
４
９
円
の
増
額
、平
成
31
年
度

３
５
７
円
の
増
額
、平
成
32
年
度

４
６
５
円
の
増
額
と
な
る
。

（
委
員
）

　

料
金
改
定
に
よ
り
ど
の
程
度
の

増
収
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

（
執
行
部
）

　

平
成
28
年
度
実
績
か
ら
比
較
し

た
場
合
、平
成
30
年
度
約
１
，９
９

０
万
円
、平
成
31
年
度
約
２
，７
０

０
万
円
、平
成
32
年
度
約
３
，４
２

０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
。

（
反
対
討
論
）

　

市
民
へ
負
担
を
求
め
る
条
例
改

正
で
あ
り
、
市
民
へ
の
周
知
が
十

分
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

練
を
実

で
３

練
（
自

う
場
面

館
ま

で
き
ま

ま
名
に

お
い

を
終
了

今
た
避
難

がのト平と度度度のし９０２い改十対

避難訓練を実施しました避難訓練を実施しました避難訓練を実施しました
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議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました
　平成29年度の議会報告会は、10月25日～10月31日にかけて、市内４カ所の会場で延べ44名の参加を得て開
催できました。この中で、9月会議で議決された予算や委員長報告又は委員会活動などを説明するとともに、
参加された皆さまと意見交換を行い、議会や行政に関することのほか、地域の現状や課題など、様々なお声を
聞かせていただきました。皆さまからの貴重なご意見やご提言は、議会として所管の委員会で調査を行うな
ど、議会活動に生かしてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
　今回出されたご意見やご要望等について、執行部に回答を求めたものや、議会の所管委員会等で協議した
結果等を以下のとおりご報告させていただきます。
※紙面の都合上、すべてのご意見・ご提言は掲載できませんでした。ご了承ください。

意見・要望・質問等区分 執行部からの回答

ジオパークに認定されるためには、地域の地質遺産を科学的に正しく評価
することだけでは不十分であり、それらの評価を地域住民が理解した上で
主体的な保全活動や教育、観光などへの活用が重要であります。そういっ
たことでは、ご指摘いただいたことは、認定見送りの理由の一つであり、ま
た、ジオパークを推進する上で大きな課題であります。今後、ご提案内容を
含めて検討し改善に努めてまいります。

メジカ対策については、平成29年度から県のクラスタープランに基づき、
「土佐清水市メジカ産業再生プロジェクト」として5年計画でメジカの漁獲
から加工、販売、飲食、観光など、本市メジカ産業全体の再生と振興を目的
として事業を開始しております。そのなかでハード整備として、冷凍セン
ターライン化、大型冷凍保管施設、新残渣加工施設、共同加工施設などの整
備を実施または予定しているところであり、施設の効率的な稼働には、メ
ジカ原魚の漁獲増が必要不可欠であります。そのため、プロジェクト推進
メンバーには漁業者を中心とするメジカ需給調整対策協議会や漁協も参
画しており、メジカ原魚の確保はプロジェクト全体に関わる重要課題と位
置づけております。原魚確保の具体的な対策としては、現在も実施してい
る漁場探索事業の継続や新規漁業者の確保・育成、また、来年度の実施に向
け、県水産試験場がメジカの生態についての研究を検討しているとのこと
であります。市としても、メジカ確保については、今後も漁業者の意見や経
験が十分に反映できる事業構築に取り組みたいと考えており、担当職員と
漁業者が意見交換できる場の設定を検討していきます。また、プロジェク
トの推進について、今後も県と連携し、国への要望も含め取り組みます。

学校給食は、学校給食法及び関係規則等を遵守した運営が必要であり、同
法施行規則に牛乳が規定されていることから、アレルギー等と医師が診断
した以外は、同法等に基づいて取り組んでまいります。

本市で初めてとなる学校給食は、学校給食法等関係法令の遵守と他の給食
センター等を参考に進めており、食育の推進と児童生徒がおいしいと食べ
てもらえるよう関係者と連携して取り組んでまいります。

学校給食への地元産食材の導入は、食育の観点や地場産業の推進などの面
からも必要であると考えておりますが、食材の安定確保や価格面など多く
の課題事項等があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在、先進地の事例等を参考に検討を重ねており、給食実施に当たっては、
可能な限り地産地消を進めるとともに、学校、栄養教諭等と連携して、児童
生徒が地域文化も含めて学んでいけるよう食育を進めてまいります。

企画財政課では、集落整備事業補助金（地区集会所や地区の有線放送施設
の改修経費の2分の1）のほか、コミュニティ助成事業交付金（地域のコ
ミュニティ活動に必要な備品購入に対する助成金10分の10）があります。
まちづくり対策課では、すみよいまちづくり事業補助金（部落道等の改修
経費に対する補助）や、農林水産課の小規模基盤整備事業補助金（農地等農
業用施設などの改修経費に対する補助）があります。公園整備に対する地
区への補助はありません。

ジオパーク認定見送りは、地域との
コミュニケーションが欠けていた
のではないか。各区長や地区の代表
者、各種団体で、地区毎に推進協議
会を設置し、お互いが中身を理解し
た上で進めていくべき。

メジカ対策等のプロジェクトが検
討されている。また、神戸、高知にも
幡多の特産品を含めた店（土佐清水
ワールド）ができた。港から魚が水
揚げされ、製品になるまでのバック
アップ体制は非常に進んでいるが、
沖から港までいかに魚を捕ってく
るかという体制ができていない。例
えば、予算の拡大をして独自の調査
船を増隻し、実際の漁場調査をお願
いしたい。漁師の生の声も聴いてい
ただきたい。何とかこの危機を乗り
切る方法を県や国に対して要望す
るなど十分な対応をお願いしたい。

給食説明会で、牛乳が給食に付くと
いうことを聞かされた。牛乳を飲ま
ないことも選択できるようにして
ほしい。今は牛乳の危険性等、世間
の牛乳に対しての理解が変わる中
で不安を感じている。子供たちの給
食についても条例に組み込んでほ
しい。

子供に栄養が足りていなかった時
代に比べると、3食の中の1食を嫌
な思いをして食べてほしくないと
いう思いが保護者にはある。

子育て世代が移住でき、人口が増え
るように地元の食品添加物のない
健康食材を使った調理法を考えて
ほしい。

市でどういう事業をすれば補助が
出るとか、個人ではなく地区に補助
するような予算はあるのか。また、
公園整備に対する地区への補助は
ないか。
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議会報告会を開催しました
平成29年11月7日の保守点検時に、センサーエリアを拡大するとともに開
く時間を早くする等の改善を行いました。

現在爪白キャンプ場の再整備を実施しており、平成31年春頃のオープン
を予定しています。新キャンプ場では、新たに管理棟を設け物販コーナー
も設けることを考えています。また、この新キャンプ場において、地域店舗
の紹介を行うことで、コンビニに集中することはなくなると考えていま
す。キャンプ場利用のリピーターを増やすために、本市ならではのキラー
コンテンツとして、竜串観光振興会や観光協会等と連携し、マリンアク
ティビティ(海での活動や遊び)との連携やカツオの藁焼きタタキ体験が
できる仕組みを構築したいと考えています。

2次避難所は津波浸水域外で耐震性がある公共施設といった条件があり、
市内全体で17カ所設定しています。三崎地区は斧積の防災コミュニティ
センターとなっているが、来年度建設予定の新三崎保育所も完成後は2次
避難所に追加します。それでも三崎地区では避難所キャパシティーは不足
するので、市街地周辺の避難所や、足摺岬のホテル等への避難で対応しま
す。また避難所運営マニュアルは順次策定作業を行っており、斧積につい
ても平成30年度に策定予定となっております。
災害発災当初は電話・携帯などが不通となるので、情報連絡方法としては
消防デジタル無線（消防車両に積載）及び衛星携帯電話（2次避難所へ設置
予定）で対応していきます。

災害発災時はまず自助・共助で対応していただくために地区ごとで自主防
災組織を作っていただいており、地域の実情をよく理解いただいている地
区長、地区役員がそのメンバーとなってくれています。地域で協議いただ
き区長以外に防災責任者を選任するというのは問題ありません。（そう
いった形態をとっている地区もあります）
市では年1回市内一斉防災訓練を実施しており（9月1日の防災の日前後）、
1次避難場所への避難訓練後、自主防独自の炊き出し訓練や避難道等の手
入れを行っている組織もあります。また消防署等を呼んで消火訓練・蘇生
訓練を行っている組織もあります。地域から要請があれば講師等を構え講
習会・研修会を開催します。

空き家対策は国が定めた「空家法」により対応が可能であることから、市と
して条例は制定していないが、施行規則及び空家計画を策定（平成29年4
月1日施行）し対応しています。

昨年度夏終わりから市内全域を巡回調査（目視による外観調査）し、危険老
朽空家の洗い出しを行いました。この情報を整理し平成29年度は「老朽空
家判定基準」（土台が崩れている、瓦がずり落ちている等々）に基づき、客観
的に再調査を行い、近隣に迷惑を及ぼす恐れのある危険空家約120戸につ
いてその所有者調査を税務課の方で行い、判明したものについては所有者
に補助金を活用して除却を促す文書を送付したところ、約4割の方から前
向きに検討するとの回答がありました。回答のない方には再度文書を発送
します。所有者死亡等の案件については、戸籍等の調査を引き続き行い、相
続者が判明したものについては今後も順次文書を送付していきます。

平成28年度に基金が枯渇し、初めて一般会計からの繰出しを余儀なくさ
れました。歳出の約8割を占める職員給与の見直しを行い、平成29年度か
ら段階的に行政職給料表（二）を導入し3年間で給与等の経費の削減を行い
ます。この間の歳入不足については一般会計から繰出しを予定しておりま
す。しおさいの指定介護老人福祉施設定員数は100人、指定短期入所生活
介護定員数は20人ですが、しおさいの定数の充足率や介護報酬の改定な
どによっては今後の歳入が不確定なところもありますので、極力一般会計
から繰出しすることがないよう職員一同歳入確保に努力を重ねてまいり
ます。

市役所正面玄関の自動ドアの開くス
ピードが遅いので改善してほしい。

夏場は爪白キャンプ場の利用者が
コンビニに集中し、商品が何もない
状況になっていた。夏場だけでも、
キャンプ場等で、市が（販売）する
か、道の駅へ出品している地域の方
がキャンプ場で何かできないか。ま
た、リピーターとして来てもらえる
ような施策が考えられないか。

避難所開設は、全国的に問題となっ
ている。高知市では、使用できる公
民館、通常使用しない公の施設で避
難場所設置訓練を行い、マニュアル
を作成し住民に周知徹底している。
土佐清水市は、避難所として被災者
を受け入れるスペースが足りてい
ない。被災時、三崎は孤立し、情報等
がつながらない状態でしのがなく
てはいけないのに、地域、地区任せ
になっているのではないか。避難所
についてどのように考えているか。
訓練はどうしているか。

地区だけでは知識や情報もない。不
足している情報を提供し、講師が必
要なら呼んできてやるなどの組織
にする必要がある。区長任せでも区
長も困る。市の日常の自治活動と防
災とは分けて考えないと区長は大
変である。区長に何もかもという区
長制度にも問題があると思う。防災
責任者は区長以外を充てる必要が
ある。

昨年度の市長との懇談会で、空家条
例を検討するという話であったが、
担当課からそのようなものはでき
ていないと言われた。その後どう
なったのか返事もない。倒壊すると
避難に支障をきたす家屋がある。市
が撤去できないということなので、
所有者を教えてほしいと聞いたが
それは個人情報のためできないと
いうことだった。

空き家調査はどういう目線で行っ
たのか。昨年末に２人ほどが回って
いたが、区長を訪ねて来ていない。
どこが危険で、どこが困っているか
地区の話を聞かないで、自己本位の
調査をやっているということなの
か。調査の方針を知りたい。

しおさいについて、一般会計の持ち
出しはいつまで続くか。

意見・要望・質問等区分 執行部からの回答
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議会で取り上げるべき事項について、議会の所管委員会等で協議したもの

意見・要望・質問等区分 議会の所管委員会等で協議した結果

議
会
運
営

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

午前中に予定していた議員２人の質問時間が終了した時点で、1時間以上
空くこととなったため、質問３人目の議員を午前中に繰り上げた。極力通
告のとおりとは考えているが、時間の変更、延長、短縮等あることをご理解
願います。時間の変更等の周知については、傍聴者への配慮として改善し
ていきたいと思います。

メジカ産業再生プロジェクトの計画にある冷凍事業も含め、漁師が原魚を
捕ってくることが重要と認識しています。来年度からは宗田節の入札即売
会も再開すると聞いております。引き続き議員でも漁師の方が原魚をしっ
かり捕れる取り組みについて検討していきたいと思います。産業厚生常任
委員会においても、下ノ加江の漁協、漁師の皆さまの声を聞くことが必要
だろうということで、意見交換会を計画しています。そして、皆さまの声を
もとに議会で取り組んでいきたいと考えています。

 一般質問について、午前中の議員の
質問が短時間で終了したことから、
午後に予定していた一般質問が午前
中に切り上げられた。午後から5～6
人で傍聴に行くと議会は終わってい
た。午前中に終わるのであれば防災
行政無線等で、市民へ周知してほし
い。一番大事なことは、多くの市民に
議会の傍聴に来ていただいて、議員
の生の声を聞いていただくことが本
来の議会の姿ではないか。背景には
市民がいて傍聴に来るということを
基本に考える議会運営を要望する。

メジカ対策等のプロジェクトが検討
されている。また、神戸、高知にも幡
多の特産品を含めた店（土佐清水
ワールド）ができた。港から魚が水揚
げされ、製品になるまでのバック
アップ体制は非常に進んでいるが、
沖から港までいかに魚を捕ってくる
かという体制ができていない。例え
ば、予算の拡大をして独自の調査船
を増隻し、実際の漁場調査をお願い
したい。漁師の生の声も聞いていた
だきたい。何とかこの危機を乗り切
る方法を県や国に対して要望するな
ど十分な対応をお願いしたい。

※11月2日に開催を予定しておりました下川口市民センターの議会報告会につきましては、急遽中止となり、市民の皆さまにはご
　迷惑をおかけいたしましたこと、お詫び申し上げます。     

第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を
開催しました開催しました

第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を
開催しました開催しました

第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を
開催しました

　四国西南地域市議会議長懇談会は、四国西南地域（愛媛県：宇和島市、八幡浜市、西予市、大洲市

高知県：四万十市、宿毛市、土佐清水市）７市の持ち廻りで行われています。

　今年度は、土佐清水市で開催し、定期総会後の講演会には、株式会社ワールド・ワン代表取締役

社長河野圭一氏をお迎えし、「土佐清水ワールドにかける思い！」と題し、講演をいただきました。

　７市の正副議長のほか土佐清水市議会議員も多数参加し、土佐清水ワールド設立までの取り組

みや、現在の土佐清水との連携、今後の展開などについて熱く語られ、貴重な体験談を聞くことが

できた素晴らしい講演となりました。

下川口保育園落成式典の様子
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5～11日

17～18日

19日

20日

23日

24日

27日

1日

4日

6～7日

9日

10日

11～12日

14日

17日

23日

27日

2日

3日

5日

15日

10月

11月

12月

第16回ジョン万次郎祭り（アメリカ）

高知県市議会議長会行政視察

（神奈川県横須賀市ほか）

幡多広域市町村圏事務組合議会定例会

（四万十市）

第57回土佐清水市美術展覧会開会式

土佐清水ワールド幡多バル高知本店

オープニングセレモニー（高知市）

四国横断自動車道高知県建設促進期成会

四国地方整備局への要望（高松市）

トップセミナー（高知市）

第20回全国農業担い手サミットinこうち

幡多地域交流会（四万十市）

第31回こうち人づくり広域連合議会定例会

（高知市）

高知県戦没者追悼式（高知市）

下川口保育園落成式典

四国横断自動車道高知県建設促進期成会

国土交通省・国会議員への要望（東京都）

ジオパーク役員会

土佐清水市戦没者追悼式

ジョン万サミットin東京等（東京都）

全国市議会議長会国と地方の協議の場等に

関する特別委員会・全国過疎地域自立促進

連盟第48回定期総会（東京都）

第40回四国西南地域市議会議長懇談会

定期総会

第50回土佐清水市社会福祉大会

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会

臨時総会（四万十市）

第34回土佐清水市産業祭

（清水漁港越地区）

産業祭における暴力追放・暴力排除の

広報啓発活動（清水漁港越地区）

ジョン万次郎ＮＨＫ大河ドラマ化実現の要望

（ＮＨＫ高知放送局）

高知県防衛協会土佐清水支部年末激励会
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議
長
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告

第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を
開催しました

第４０回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会を
開催しました

下川口保育園落成式典の様子下川口保育園落成式典の様子下川口保育園落成式典の様子

第16回ジョン万次郎祭り
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議会日誌議会日誌議会日誌 10月

11月

12月

12日

13日

19日

25日

26日

30日

31日

16日

22日

24日

27日

4日

11日

12日

13日

14日

15日

18日

20日

議会報告会代表者会 

平成29年度議会広報研修（高知市）       

議会運営委員会／議会だより編集委員会／議会報告会代表者会    

議会報告会（下ノ加江市民センター）       

議会報告会（中央公民館）       

議会報告会（グリーンハイツ集会所）       

議会報告会（三崎市民センター） 

議会報告会代表者会 

総務文教常任委員会／幡多三市議会議員研修会（四万十市） 

産業厚生常任委員会 

議会運営委員会       

12月会議再開日 

一般質問 

一般質問／議会運営委員会       

一般質問 

予算決算常任委員会／議会運営委員会 

総務文教常任委員会 

産業厚生常任委員会       

12月会議閉会日／議会運営委員会 

開
催
日
程
な
ど
詳
細
は
、
事
前
に
議
会

事
務
局
【
☎
（
82
）
１
１
１
２
】
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
次
回
の
開
催
予
定
は
３
月
初
旬
で
す
。

　
　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、防
災
行
政
無
線

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　

会
議
の
詳
し
い
内
容
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

本
会
議
の
一
般
質
問
な
ど
会
議
で
の

発
言
を
記
録
し
た
「
会
議
録
」を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
　

製
本
は
３
月
会
議
頃
と
な
り
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、市
民

図
書
館
・
議
会
事
務
局
へ
お
こ
し
く
だ

さ
い
。

　
　

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
を

　
　

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。本
年
は
戌
年
で
す
。戌
年
は

「
守
り
の
年
」と
言
わ
れ
、他
に
も
安

産
、子
宝
、勤
勉
、努
力
な
ど
の
意
味

を
持
つ
と
言
わ
れ
ま
す
。本
市
の
少

子
化
が
ワ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
年
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
は
議
会
も
『
責
任
あ
る

決
定
』を
テ
ー
マ
に
議
会
運
営
を
遂

行
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、議
員
間
の
活
発
な
議

論
や
意
見
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
環

境
の
違
い
の
中
、市
民
の
付
託
を
受

け
て
集
ま
っ
た
議
員
で
す
か
ら
、意

見
の
相
違
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、問

題
提
起
さ
れ
た
そ
の
議
題
を
論
議
し

個
人
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
一
つ

の
結
論
と
し
て
議
会
の
決
定
を
生
み

出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。議
会
が
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
こ
と
の
責
任
を
十
分

認
識
し
、本
年
も
議
員
全
員
で
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　
　
　

永
野　

裕
夫

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り

編　

集　

委　

員　

会

　

委
員
長　

永
野　

裕
夫

岡
﨑　

宣
男

田
中
耕
之
郎

浅
尾　

公
厚
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